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『洛泊柔嚢』
中井履軒の京都行
はじめに
中井履軒は幽人(世捨て人)と称し自適の生活を送り、後世に尼大な著作
を残した。兄竹山とは違い直接懐徳堂の校務に携わることもなく、また仕
{ 注 一 }
官の招聴にも応じることがなかったという。その履軒が一度だけ宮仕えをしたことがある 明和三年(一七六六)、三十五歳 時から 年間の京都滞在がそれである。
履軒は公家の高辻世長の補佐役として京都に招かれた。高辻世長(後胤長
と改名)は、菅原道真の末商で、代々文章博士を司る家系であった。履軒が招かれたの 、中井家と縁のある京都の草嶋家が高辻家に仕えていた関係
【 注 ニ 】
による 考えられる。
だが、すでに幽人としての生き方を宣言していた験炉が、どうして京都
へ行ったのだろうか。また京都ではど ような一年を過ごしたのだろうか。『懐徳堂考』『中井竹山・中井履軒』など従来の研究 らは この二つ聞いに対する十分な答えを見つけ出すこ はできない。
一つ目の疑問「どうして京都へ行ったのか」については、私は一言で言
えば、履軒がまだ不惑の年に達していなかったからだと考える。その根拠は、『履軒古風』巻一に見え 、京都行に先立つ詩に その紹介 稿を改めたい。本稿では、二つ目 疑問「京都での一年はどのようだった か」
湯
城
信
を探る資料として、履軒著『洛淵実嚢』の内容を紹介したい。
『洛洞実嚢』の洛、病とは京都の中の意で、実嚢とは詩文を入れる袋の意
である。京都行の出発から帰阪までの詩を製作順に並べている。詩であるため、履軒の客観的状況を説明する材料には乏しいが、履軒の心情は如実に表れてい 本稿では、百聞は一見に知かずとの諺に基づき、論じるよりも作品をそのまま紹介する形態を取る。ただし、私に解読できない箇所は疑問符(?) つけている。博雅の士の御教示を仰ぐ。
テキストは、懐徳堂文庫所蔵の履軒手稿本を底本とし、適宜他本を参照
した。履軒の詩集『履軒古風』巻二にほぼそのまま収録されているので、それも参照した。
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注
(二西村時彦『懐徳堂考』下八四頁。(二)加地伸行編『中井竹山・中井履軒』(三)履軒が幽人と称し、自適の生活を目指したのは、京都行に先立つ。
『懐徳堂考』『中井竹山・中井履軒』一八六頁を参照のこと。
一 九 四 頁 。
『洛泊実嚢』全詩
一、
丙成仲冬、将北入京、かた京に入らんとし、
飲別諸友(丙成仲冬、諸友と飲別す)
将に北の
*丙戊は、明和三年(一七六六)。送別会での作。参加者の詩は『懐徳堂会館詩巻』にまとめられている。別れを惜しみながらも、履軒の出世を祝う詩が多い。拙稿「『懐徳堂会館詩巻』訳注|中井履軒京都行の送別詩」(『中国研究集刊』陽(三四)号、大阪大学中国学会、二
OO
三年)
を参照。
此別非遠別何事意個々雪裏若相思長江一夜棒
雪何此
の事の
裏2か別
主意 れ
4ヨU ち:;!手
主管i言
選べ1型
わ ?ご
ば弄
ざ
る
長江に一夜椋ささん
(注)*雪裏若相思:::王子猷が戴安道に会いたい 思い、雪の夜に船出し彼の家の前まで来たが、輿が尽きたので わずに帰ったという故事が『世説新語』「任誕篇」に見える。履軒の和文書『華膏唾語』所収の「独ふね」(京都革嶋家への訪問を題材にした紀行)の中でも「みやこ 都)かたのゆかしきおりおりは雪にも花 も刻渓の梓勢をわたくしもの(私
せんけい
物)にしたる との文句が見える(剣渓は戴安道 住んでい 場所)。転旬、結句はこの故事を前提として作られたものであろう。(訳)遠くに行くわけではないのに、どうしてこんな つらいのか。でも
もし会いたくなったら一晩舟を漕げばいいだけのこと。
ニ、離席、奉答伯兄(席を離れ、
奉みて伯兄に答う)
*離席は送別会のこと(『昔の旅』に同様の用例あり)。
世事可長歎臨別心緒乱分離能幾歳豊城一双剣
世事長歎すべし別れに臨んで心緒乱る分離能く幾歳豊域一双の剣
(訳)世の中つらいものです。別れに臨んで心が乱れます。どれだけ離れ離れでいられるでしょう。我々はあの豊域の一対の剣 のに。
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(注)*豊城一双剣:::『晋書』「張華伝」に、「太阿」「龍泉」の二つの名剣がいっしょに埋まり、光を放っていたとある。この剣は張華が偉くなってから帯びるべき剣。自分たちが名臣に仕えるべきことを示唆するか。
*「豊域一双の剣」の喰えは、不可分を表すのだろうが 名剣に喰えるのは当然自負もあろう。西村時彦の「互に文運を奥さんとの誓いもゃありけん」(『懐徳堂考』下六二頁)という文句はここによるか。
一、
既上舟、奉寄伯兄(既に舟に上り、奉みて伯兄に寄す)(三首)
*京都に行く途中の作。当時、大阪から京都へは舟で淀川を遡ることが多かった。自明しつつ、も期待を秘めているようだ(山中浩之も同感。『中
行李書半船
井竹山・中井履軒』
一 九 四 頁 ) 。
乗月遡澱水自笑閉戸生多事従韮始
多自月行
事らに李
苧寺号書
品 て 船
り閉 ，~ 
始戸澱主
ま生水アばらを 4 ・
ん 淵t'
と ι43
る
(注)*行李書半船:::『履軒小乗』という雑記帳にこの京都行の荷物が記されており、おびただしい数の書物と器物を持参した とがわかる。(訳)荷物は書物が船半腹、月夜の中、淀川を上ります。ああ、世間知らずの書物の虫の厄介事はこれから始まる だな、 自唱します。(参考)竹山『実陰集(詩集)』巻三「答弟処叔之京却寄三首」では「来詩目、自笑閉戸生、多事従蕊始」に対し、「平安 水富、ト築悟幽情、祇恐花開目、依然閉戸生」(花が咲いても書物の虫では困るぞ) 返している。其二
遺業分一経浮遊向京洛休憂阿徳貧自無塵縄縛
遺業一経を分かち浮遊し京洛に向かう憂うるなかれ阿徳は貧しく自ら塵の縄縛するなし
(訳)(これまでいっしょに継承してきた)父祖 業を分かち、私はふらふらと京都へと向かいます。でも心配 ないで下さい。貧乏人の私 、世俗の塵に縛られることはありませんから。*私は 世に縛られることはありませんとは 出世などせずに帰ってき
ますということか。(参考)竹山『貧陰集(詩集)』巻三「弟処叔之京却寄三首」では「来詩目、休愁阿徳貧、貧時即是福」とある(異同注意)。それに対し竹山は「雄作朱門客、倣抱無顔色、自後京師信、飽聞好消息」(相変わらずだな、いい知らせを待っているよ)と返している。其三
生来一一次身今始辞広被縦有濁穆酌恐不敵雪威
恐縦t今生
らい仏来
く濁72 ー
は穆f り
雪のーて双
広の望号埜身
敵主有孟
われま
ずどフ
も
(訳)これまでずっといっしょだったのに、今私は初めてあなたの温かい庇護の下を去ります。たとえ濁り酒 飲んでも、向こうの寒さ安心の寒さもあるだろう)を凌ぐことはできないでしょう。
--EA  F D  
(参考)竹山『実陰集(詩集)』巻三「答弟処叔之京却寄三首」では「来詩目、生来一双身、広被今始辞」とある。それに対し竹山は「同室如讐敵、悠々天下是、分異無多憾、乾坤一広被」(渡る世間に鬼はなし)と返してい 司 令 。四
至京、奉寄伯兄(京に至り、軒みて伯兄に寄す)(ニ首)
形影今分離両地長凄酸
形影今分離し両地にて長く凄酸す
夜々各挑灯応照往来魂
応 夜
に々
集雪
の 1
魂灯
をを
照挑i:
らげ
す
~ 
し
(訳)(一心同体であった)形と影とが今別れ、二つの地で嘆き合う。夜毎にお互い灯りを掻くと、魂を映し出すことができるでしょう。其二
夜々魂飛去在君残灯辺諸看睡覚時君影是我身
夜々魂は飛び去り君が残灯の辺りに在り看るを請う睡覚する時君が影は是れ我が身な を
(訳)夜毎に魂は飛び、あなたの燃え残る灯の辺りに行きます。お休みになる時にどうぞご覧になって下さい。あなたの影は私自身なのですよ。(参考)竹山『実陰集(詩集)』巻三「予喪女布美日適得処叔憶予詩境涙和之二首」とし、上記二首に対し「爾写還郷夢、字字極悲酸、宣知屋梁外、別有不帰魂」(悲惨なのはお前だけではない)「女死猶在持、挙室時枕辺、新詩床下落、擬為阿弟身」(お前も思ってくれて るのか)と返している。布美は十一月 十七日に一歳にならずして くなっ (以下「観家書有感」詩参照)。
玉、雪朝奉呈菅公(雪の朝、
奉みて菅公に呈す)
*菅公は高辻脳部卿のこと。菅原道真の末商 でこのように言う。
宵聴白雪調魂遊瑠台辺
宵に白雪の調べを聴き魂は瑠台の辺りに遊ぶ
暁来推窓戸暁来窓の戸を推せば宛然夢中看宛然として夢中に看しごとし
公有白雪什。昨夜朗諦使積徳聴駕。
これ
(公に白雪の什有り。昨夜朗請し、積徳をして駕を聴かしむ。)
(訳)宵に白雪の調べを朗諦していただき、魂は玉の台(雪の積もった台)に飛遊しました。朝になって窓を開けてみるとあたかも夢の中でのような景色が広がっていました。
六、観家書有感(家書を観て感有り)
*十一月二十七日以降の作。(注)参照。
孤身在他郷家書傭発織小姪聞夫折恐有哀恕言
- 52 -
恐 IJ 、}家孤
ら姪i書身
¥夫誠他は肯あ折を郷
盆2す発2に
禁〈るく在
二をにり
暑原傭?
ら、し
ん
(注)*小姪聞夫折:::竹山の娘布美は十一月二十七日に一歳にならずてなくなった(『中井竹山・中井履軒』二八五頁)。前掲「至京、奉寄伯兄」詩 参考)を参照。(訳)独り異郷にあり、家書を開くのもめんどうくさい。幼い短が亡くなったと聞いたが、その嘆きが述べられているだろ から。
*履軒の心も閉じているか。ち か 。
「それでなくても私はつらいのに」という気持
七詣聞
冊槙
庵 庵兄 兄の 落新 新居 居を
落 有す 此る 寄を
聞
き
此
の
寄
有
*明和四年(一七六七)春の作。塊庵は古林相知、字正民、櫨庵はその号。『懐徳堂会館詩巻』に見える。竹山『実陰集(文集)』巻九に墳誌がある。
輪失開盛宴春生酔舞中執知孤館雨裂裳窒壁孔
裳執E春輪2
をかは灸t
裂知生と
きらずし
てん割、て
繋孤案審
五t授2z
を Z4T 開
窒 'I~ き
ぐ可』
を
(注)*輪灸:::建物の壮大美麗な様。(訳)盛大に宴を聞き、酔い舞う中に春は生じる。(一方)誰が知ろう、独り暮らしの私が、端切れを裂いて雨漏りを防いでい のを。
*転句結句は大げさで、新居祝いに不吉過ぎる。ただ、それぐらい滅入っていたということだろう。八、永輔義佐寄酒鶏子来、題簡背謝之(永輔・義佐酒と鶏
子とを寄せ来たり、簡背に題して之を謝す)
*永輔とは早野仰斎(名排之、字士誉)。履軒より十四歳年少だが履軒と親しかったらしく、この詩以外に「述客中況、答早士誉」「憶旧遊寄早士誉」「答早士誉」(三首)にその名が見える 義佐とは原氏(校勘参照)。筒背とは書翰の裏。
破愁莫若酒
し
愁いを破るは酒に若くは莫し
飲酒須肴美故人並相贈深知加餐意
寸ベからうま
酒を飲むは須く肴美かるべし故人並びに相い贈る深く知る加餐の意を
(校勘)『履軒古風』では「永輔義佐」を「早原」に作る。(注)*加餐:::栄養を取り、養生すること。また、人の健康を祝す書翰語 。(訳)愁いを解くには酒が一番。酒を飲むには肴が大事。てくれた友に、私を思ってくれる情の深さを知った。
その両方を贈っ
九、述客中況、答早士誉
(客中の況を述べ、早士誉に答う)
。 。F D  
*早士誉は早野仰斎(名排之、字士誉)。「永輔義佐寄 鶏子来、題筒背謝之」詩参照。
隠論不択地執知方朔賢五斗無折腰未裁帰去篇嵩々耽吟暗飽看雪裏山依然旧阿豪雪毛又一年
脅Z依雪意Z未玉執隠
毛T然の々5だ斗か論
又と裏2と帰に知抽
しのし去腰ら宏
一て山てのをんゐ
年!日 Eを吟篇折方詮
。の飽噌をる朔ず
阿くに裁無 m
蒙ま耽古せき孟
でりずも呈
看立
る
(注)*方朔:::東方湖。漢の武帝の時代の人。後世、朝隠(朝廷に仕えながら隠者の心を守る人)として有名。『文選』に「答客難」(巻四五)と「非有先生論」(巻五一)とがある。「答客難」はうだつが上がらないことを人に答められ、それに答える形式の文章 東方湖 、時代が悪いからだと言い訳しつつ、それでも我 身を修めるべきだと説く。「非有先生論」では、才能がありながら発揮しない は不忠だと答められた非 先生(架空)が、今は詰う者 昇進する世の中だと批判する。履軒は自分の境遇、生き方を東方朔と重ね合わせたのであろうには他に、夏侯湛作の「東方期画賛」がある(巻四七)。東方朔がその才能を十分発揮できず不過をかこちな らも 世俗 対 て一定 距離を保ち、よく 己を持したこ を称える。「朝隠」の語が見える。*五斗無折腰:::陶淵明は、五斗の米のために・へこぺこ (宮仕えしない)と言って、「帰去来の辞」を書いて故郷に帰 遁生活を送った「陶淵明伝」に「淵明歎日、我量能為五 米折腰向郷里小児。即日解綬去職、賦帰去来 とある。履軒が陶淵明に傾倒し ことは『履軒古風』序に述べられている(「酷愛彰沢之辞」三野沢 は陶淵明のこと)。『履軒小乗』の京都への携帯した本のリストにも『彰沢集』が見える。(訳)隠遁するには場所は関係ない。誰が朝廷に仕えながら隠者 心を持った東方期の賢を知ろう。五斗の米のために腰を曲げないが、まだ陶淵明のように『帰去来の辞 は著していない(隠遁 していない)。ひたすら詩を吟じ、見飽きるほど雪の山を見る。私は相変わらず、ただ賓が一年分伸びただけ。
本心は隠逸。私は無為に一年を過ごしてしまったと言う。「飽看雪裏山」は「南帰途中口号」其二に「胸襟飽畑震」の表現があるのを参照。
一O
、
霧島辞、上菅公(覇鳥の辞、菅公に上る)
*輯烏は陶淵明「帰国国居(其一)」に「覇烏恋旧林」の句あり。
有烏有鳥陸々其音紛群飛而棲止今子海之謂朝飲朝陽 清露令暮啄汐水之理耳毛羽陪其修潔今浴乎月中之酷泉
月毛暮朝海紛盤f烏
中羽ににのもと々f有
のは汐朝謂Eしたり
障措水陽 lご 'てり邑
泉とののあ群 局其有をし現清り飛のり
浴て牙露 し立
び其を【を 棲回
るれ啄己飲 止
修むM み し
潔
た
り
(注)*臨々:::薙に同じ。和らぐこと。
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(訳)烏あり、烏あり、その声は和やか。紛然と群れ飛び、海辺に憩う。朝には朝露を飲み、タベにはタベの露を含む。羽は真白く清潔で、月の甘露を浴びる。
世不与我周今時績紛其嘉鵡悲素秋之将尽今兼直黄市其零景問調々其西傾今気療々以凄然海風忽瓢今揚講猫骸飛
Aワ失乎群
あ
世我と周わず
らんよ
時績紛として其れ鴻を嘉みす素秋の将に尽きんとするを悲しみ兼蔭黄ばみ其れ割引む景画期々として 西に傾き気療々として以て凄然たり
ひるがえみ
海風忽ち罰り瀧を揚げ〈るおどろ請い骸き飛びて群 失う
(注)*世不与我周:::「離騒」に「雄不周於今之人令」という文句がある。*時績紛其嘉矯:: 「離騒」に「時績紛其変易今」という文句がある。*娼・::・毒鳥。「離騒」にも見える。(訳)世は私と合わず、時流は乱れて悪者を嘉みす 、秋の暮れんとするを悲しみ、葦は色槌せ凋む。影 黒々と西に傾き、気は張りつめ寒々し
あわ
ぃ。海風が急に起こり波を立て、慌てふためき、群れを失う
沖碧雲市追紫電今泊蕩々以再々蔽長江以北征今歴交野与鳩思，櫓下土而回朔今維荊練之賠雑其胡可止
其維こ 下 交 長 沼2碧
れれ土 野 江 蕩 雲
胡2荊をとを々に
ぞ練膳み鳩蔽と沖E
止 のて与いしり
ま m'f 聞とててて
る雑ざ凶を 紫f 期以以丈歴電すてて
き 2 れる北舟t主
、ぱ征々Zf号
しと V マ
す*鳩写は九等か。
(注)*泊蕩々、再々:::ともに行く様。(訳)雲にぶつかり、雷を追い、行きまた行く 長江を下に北征し、交野と鳩等とを過ぎる。地上を見て旋回すると、いばらが生い茂り、留まることができない。
乃奮闘而増逝望叡獄今下垂臨子鴨水之清濁今集乎秋桂之培技水冷々其激激今
水秋鴨叡乃
冷桂水緑ちっ
』ののを間 空
て落清t望をg
f 枝掛、み 奮
ぞにたてい
集とる下て
其まに垂滑
れ . る臨し逝
激Z みし
激て
し
樹浪々以芽非薄敏我翼薄休我世
薄;薄;樹
かか惜
我我で
カ;Õ~ '-
世f翼 ?
ををとご
休数号、
むめ以
て
芽土
葬ひ
た
り
(注)*培逝:::飛び去る。*叡緑:::比叡山を懸けるか。*鴨水:::鴨川のことか。*懐旧林:::陶淵明「帰国田居(其一ごに「輯烏恋旧林」と あ る 。(訳)そこで、羽ばたき舞い上がり、叡荻を望んで下降し、鴨水の清流に臨み、玉のような桂の枝に憩う(止まる)。水は冷ややかに澄み渡り、木
かんば
はさざめき芳しい。いささか我が翼を収め 足を休める。
懐旧林而悲鳴今雲幕々其曽々濯修遠市無道今聯傍南枝而制棺結慧置市為屋今籍江離以為祷樹覇欝而多雨露今濯我衣之挨塵
我樹江憲t柳濯7雲旧
が窮離置しかと 幕i林
衣揖 をを 南し々2を
のぞ籍し結枝てと懐
挨 f きびに修しい
塵ギてて侍遠てて
を、 屋 り にー悲
戸ぁ雨以とてし支鳴
J 露て主主棺すて曽す
っ多祷しを滑 れ
くと 制つ道そぱ
為 z 〈なん
す V くり
F L O  P D  -
(注 ) *曽々 : : :重なる(「離騒」)。 *修遠: : :はるかに遠い。*比阿南枝:・.「巣南枝(南技に巣くうごで、故郷を慕う喰え。古詩の「行行重行
行」に「胡馬依北風、越鳥巣南枝」の句がある。*慧直: 香草(「離騒 」 ) 。 * 江 離 : : : 香 草 ( 「 離 騒 ) 。(訳)故郷の林を想い悲しく鳴けば、雲は黒々と重なり合う はるか遠
くして道もなくす無道に懸けるのであろう)、しばらく南の枝に侍って巣を作る。香草を束ねて屋根とし、別の香草を敷いて布団にする。木の蔭は欝蒼として雨露を多く含み、私 衣の塵 洗っ くれる。
吸花薬而為飲
A
勺
掠秋実以為餐維霞郁以馨香
A
ワ
言発我好音音玲璃以清越今樹瑞々以和月正午而天遁今星辰祭而漢斜
花の薬を吸いて飲と為し
ひ ろ
秋の実を掠いて以 餐 せば維れ霞郁として以て馨香あり言に我が好音を発すれば音玲璃として以て清越たり樹瑞々として以 和す月正午にして天遁く星辰祭として漠斜めなり
(注)*好音:: :『詩経』に見える。(訳)花の薬を吸って飲み物とし、秋の実を拾って食事 すると、議郁と香りがよい。ここに我が麗しき声を発すれば、玲璃として澄み渡り、木はさらさらと和す。月は南中し天近く、星はきらめき、天の川は斜めに横たわる。
窺聞園以街佳今弗籍於永夜之将央於戯修潔而芽芳今実得我所明誼造以延作
明 実1於ぁ永闇}
かにι 戯ぁ夜圏J
誼苛修 の を '
逼 m a 将窺
し所 ? ぎにい
てを「央って
得 υ き 1て，以
芽でて
芳与訪
た 2 佳
り 差 し
席t
ら
ず
(注)*闇国:::天上界の門(「離騒」)。*延侍:::「離騒」に「延作乎
以て延作す
吾将反」とある。(訳)天上の門を窺って扮笹し、長い夜が尽きるのにも気づかない。ああ、清らかで香りも豊か。本当に我が所を得たと感じ、しばらく誼遁し作む。(参考)『食陰集(詩集)』巻二「謁式部菅公謹賦呈」(弟処叔之遊菅公門下也、予作孤雁歌送之。弟辱礼遇、乃謝以覇烏辞。故及之云。)
*繋がれた烏とは自分のことか。*展開・語葉ともに「離騒」に類似する。履軒が『楚辞』に傾倒していたことは『履軒古風』序 見える(「有倣子楚之騒」#楚とは『楚辞』、騒とは「離騒」)。『履軒小乗』中の京都への携帯した本の一覧にも『楚辞』の名が見える。
- 56 -
一、
丁亥早春自帰省浪華至、題所携梅花、上菅公(丁亥早春浪華に帰省するより至り、携うる所の梅花に題し、菅公 上石)
*丁亥は明和四年(一七六七)。早春、大阪に帰省して京都に戻ってきてからの作。
南国旧京梅措頭一枝馨帰来把似君風韻至今清
頭南
に国
措f 旧
け肯
ばお
梅
帰
り
来
た
り
把とー
れ 枝
ぱの
君 馨
似
風韻今に至るまで清し
(訳)南困難波京の梅、頭に挿せば一枝分の香り。帰って来て取ってみ
るとあなたに似て、その香りは今も清らか。
*梅の風韻を菅公に輸える。
一一一、
* 春の作。
有客立我門剥啄驚孤眠推枕起延之相看両欣然坐来無寒温談笑在筒篇春花当窓発好鳥隔培間違園乞隣龍枯酒醸客銭対酌無賓主陶然倒青樽輿尽君宜去莫厭我虚貧百年只如此庶無役我心
偶
成
客有り我が門に立ちは〈た〈剥啄と孤眠を驚かす。
みら日
枕を推して起きて之を延き相い看て両に欣然たり。坐し来たれば寒温無く談笑筒篇に在り。
ひら
春花窓に当たりて発き好烏培を隔てて聞こゆ
h r  
園を遁てて隣読を乞酒を治うは客銭に醸る。対酌賓主無く
かたむ
陶然として青樽を倒く。輿尽きれば君宜し 去るベし我が虚の貧しき 厭う莫かれ百年只だ此くの知し
こいねが
我が心を役する無きを庶う。
(注)*剥啄・::・畳韻。コツコツ。*相看両欣然:::李白「独坐敬亭山」相看両不厭。*談笑在筒篇:::陶淵明「答鹿参軍」に「談詰無俗調、
所説聖人篇」とあるのを参照。*輿尽君宜去:::「陶淵明伝」に「淵明若先酔、便語客、我酔欲眠、卿可去。其真率知此」とあるのを参照。(訳 )客が門の所に立ち、入れると、二人共喜び合う。挨拶は抜きだ 話は書物のこと 春の花が窓辺に聞き、烏のさえずりが塀の向こうに聞こえる。庭を越えて隣の野菜をもらいに行き、酒を買うのは客の金に頼る。賓主の別なく酒を酌み交わし、陶然として樽を傾く。興が尽きれば帰ってくれ、私の庵の粗末さを心阻なさるな。百年経つでもこのままだ、私が望む はただ心を労するものがないことだけ。一一一、
コツコツと独り寝を驚かす。起きあがって招き
憶旧遊寄早士誉(旧遊を憶い、
早士誉に寄す)
勾 ，EU 
*早土誉は早野仰斎(名排之、字士誉)。謝之」詩を参照。春 作。
春遊今如何臨風憶昔年散歩城西路芳洲其未遠茅屋唯三間炊麦待上賓賓多坐不容命席続堂廉行厨各闘奇
「永輸義佐寄酒鶏子来、題簡背
いかん
春遊今如何風に臨みて昔年を懐う。「散歩す城西の路芳洲其れ未だ遠からず。茅屋唯だ三間麦を炊きて上賓を待す。賓多くして坐容れず席をして堂擦に続かしむ。行厨各々奇を闘い
春醇知涌泉
しゅんろう春醇漏泉の知し。
(注)*茅屋唯三間:::陶淵明「帰国田居(其一ごに「草屋八九間」とあるのを参照。*命席続堂廉:::『儀礼』「郷飲酒礼」に「設席子堂廉」とあ 。(訳)春の遊びは今どうだろう、風に臨んで昔を思う。||当時、町の西の道を散歩すると、洲は近くにあり、茅屋はただ三聞の広さしかなく、麦を炊いて客をもてなした。客が多くて座りきれず、家の外まではみ出した。破り子(弁当箱)はおのおの趣向を競い 濁酒 湧き出る泉のようだ 。
高腸在何処詩酒自不断折花或替頭摘読旋入盤艶強屡移坐水厘又樹陰酔歌互相属樽尽輿未尽枯酒水西村扇舟帰来遅
肩酒樽酔水鹿〈読花詩高
舟を尽歌の魯ゅをを酒陽
水 く 厘き 摘折帰 互し屡 自何
り更?ぃ又々全 q ら処
来 νノ U に た坐、会 漸に
や村輿相 を 旋E宅じ在6 にえさい樹移ち・ずり
f古か F つの 盤は ずτ ぅ反嬰ら陰存しに頭 主
ι もき'品。 入に U 
苧 ず り る答さ
ヒ。。し
( 注 ) * 高 陽 : : : 酒 飲 み 。(訳)酒徒はどこにいても、詩と酒だけは人に負けない。花 折っ 髪に挿し、野草を摘んで、すぐに皿に並べる。水の岸、木の陰と、敷物を
あちこち移す。酔いまた歌い、酒樽が尽きても興は尽きない。の村に酒を買いに行ったが、小舟はなかなか帰ってこない。
疑向桃花岸殿態問秦代又恐愛朴俗其中長孫児依然斜陽裏波揺一一樟回歓呼相労間洗鰯更街酔不覚白日没タ露下我衣
川の酉
疑うらくは、桃花の岸に向かい段訟に秦代を問うかと。又恐る朴俗を愛し
そだ
其の中に孫児 長てるかと。しゅ〈ぜんうち依然として斜陽の裏
かえ
波を揺らし一梓し回る。歓呼して相い労問し
すす
簡を洗いて更に酔うを佑む。覚えず白日没しタ露我が衣に下る。
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(注)*問秦代:::陶淵明「桃花源記」では、桃源郷の民は秦時の難を避けこの村に来たということになっている。*洗鱒:::「洗蓋」は「前赤壁賦」にある。(訳)桃花源に行って、懇ろに秦代のことを尋ねているのかと疑う。また、素朴な風俗を愛し、そこで子孫を育てよう している(そこに定住してしまう)のではないかと心配になる。急に日暮に近づき、椋挿 ながら波を揺らし 帰る、大声で声を掛け、杯を洗いさらに酔うよう勧める。気が付くと、太陽は没し、夜露が衣を潤していた。
初月出林端岐々照花枝
初月林端に出で岐々として花枝を照らす。」
此輿君何日索居我不再尊前会相思帰鴻寄一詩
帰尊索此
鴻前居の
に A たし輿
:z;ま-r
ーまた、君
詩相我 J-::r
主じ再試
剛山びの
せわ せ日よば ずぞ
(注)*尊前会相思:::「長恨歌」に「天上人間会相見」とあるのを参照。*帰鴻:::帰雁は春、北に帰る雁。
||このような興を
(訳)月は林の端に出て、肢々と花の枝を照らす。君はまた楽しんでいるのだろうか。私は寂しく暮 し、二度と味わってはいない。酒樽を前にもし思い出すことがあれば、北に帰る雁に詩を託してくれ。
*大阪での遊び(自由な生活)を懐かしむ。一 回 、
寒泉寄題。此君泉也、泉在筑紫竹中郷、柳川属巴(「 」寄題。此れ君泉なり、泉筑紫竹中郷に在
り、柳川が属国巴なり)(三章)
*寄題とは他の土地で題詠すること。詩体は『詩経』に倣っ いると思われる(『履軒古風』序に「有徴子三百篇(三百篇とは『詩経』のこ ごと言う)。末尾に「寒泉三章、二章八句、一章十二句」とあ 。
(第一章 )剖彼寒泉柳城之南孔潔且芳
孔2柳例
だM 城た
潔のり
く南彼
且の
つ寒
芳泉
し
其流露々
せんせん
其の流れ揖々たり
(訳)清い彼の寒泉は、柳川の南にある。極めて清潔で芳しく、その流れは語々としている。
可以汲今僻在幽陰烏唖々今除其垢塵
烏僻宅以
届あり.て
おて汲
4 〈 幽 む
t 陰ベ
'j こく
在
り
其の垢塵を除く
(注)*可以汲今:::『易経』「井卦、九コごに「可用法、王明並受其福」とあり、「九五」に「井例、索、泉食」とある。(訳)汲むに値し、静かな蔭にある。鳥が楽しげに鳴き、そ 塵を洗い除く。
(第二章 )例彼寒泉在竹之郷其流混々孔潔且芳
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孔2其竹測
だM ののた
潔流郷り
くれに彼
在の且漂っ々り警
芳た加
しり
(訳)清い彼の寒泉は、竹中郷にある。その流れは混々として、極めて清潔で芳し 。
子以薦之子彼公堂畳弟君錫以嘉名
錫E宣t: 彼 子E
う弟ごのに
る た 公 以
に る 堂 て
嘉君に之
名子子おを
を い薦1
以てめ
です
す
げいしゃ〈
(注) *量弟君子:: :『詩経』「大雅」「洞酌」に「凱弟
( H
悌)君子、民之父
母」とある。*錫以嘉名 ::「離騒」に「肇錫余以嘉名」とある。(訳)ここに、お上に薦め、和らげる君子はよき名を与える(高く評価する ) 。
(第三章 )嘉名伊何此君之比孔潔且芳四時弗改
四 孔2比嘉
時だ山れ名
改潔君伊こ
くのめ tれ且 比ずっ t何
芳
し
(訳)よき名とは何か。それは君の輩ということ 極めて清潔で芳しく、何時も変わらない。
君子依則我其騨怯此君之栄歌之詩之
ところ
君子の則る依我其れ憐ずる揮し比れ君の栄歌い詩にせん
(訳)君子が則とする所に、私は差じる点がない(きちんとして る 。これは君の誉れだ。歌にし詩 しよう。
一物之蕗君子弗遺矧伊人尖庶無逸才
庶2矧2君 ー
くH ん子物
ばや遣の
才 品 .さ蕗
を玄』ず
手口
を無 やき
を
(訳)すばらしい物は、君子は見逃さない。この人ももちろんそうだ。この人の才能を見落とすことがありませんように。
一 玉 、
宿居易館(居易館に宿る)
*居易館は、履軒の弟子の竹島貸山の居所。春の作。
凄々雨余天梅柳浴暮色杖履偶経過西門隠士宅庭静草卒々鳥時春寂々杯盤随有無微酔情自適経史語方濃茶鼎濃斯涯憂病患君医留連輿未索借間夜知何且恐塗昏黒主人援我止相対双肱曲欲眠聞鐘音謬疑禅房宿
凄々たり雨余の天
あ
b
梅柳暮色に潟し。
たまた
杖履偶ま経過す西門隠士の宅。庭は静かに草芋々たり鳥時き春寂々たり。杯盤は有無に随せ微さか酔えば情自ら適う。経史の語荒川川郡
r
茶鼎の溝斯涯たり。憂病は君が医に愚り留連として輿未だ索きず。「借問す夜は知何
みら
且つ恐る塗昏黒たるを」と。
ひ
主人我を援きて止め
ふた
相対して双り肱を曲ぐ。眠らんと欲して鐘音 聞きあやま謬ちて禅房の宿かと疑う。
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(注)*肱曲:::『論語』「述而篇」に「飯疏食、飲水肱曲而枕之、楽亦在其中央」とある。(訳)凄々たる雨の日、梅と柳は暮色に霞む。杖っき履穿き、たまたま西門の隠者の宅を通り過ぎる。庭は静かに草は茂り、鳥は暗き春は寂々。食器はある 任せ、ほろ酔い気分が心地よい。
たけなわ
経史の話も関に、茶釜が静かに沸き立つ。穆病をあなたに癒され、興はまだ尽きない。「ちょっとお尋ねします、今夜はどうされますか、道も真っ暗ですよ」と、主人は私を引き留め、相対して肱を曲げ枕にす 眠ろうとして鐘の音を聞き、禅房に宿って るかと疑う。
*隠者(竹島貸山か)と語らう。今の言葉で一吉宮ノとカウンセリングか。学問の話に飢えていた様子がわかる(「偶成」を参照)。一 ・ 六 、
東山口号
*口号は口を衝いて出る即興の作。春の作。
乗晴訪花信天寒春色遅擬伴少同調ト遊多屈指東山自有妓謝公不酔帰
謝東遊伴天晴
公山びを寒る
おを 擬Eくる酔 自i卜7るしにわ ら すにて乗
ず妓 れ じ
し有 同春ばてり 調色花
帰 屈少遅の
る 指なし信2
多く 。 り
しを
訪
え
ば
(注)*謝公:::晋人謝安は会稽の東山に隠遁し、芸妓を伴って遊んだ。李白「一不金陵子」詩に「謝公正要 妓、携手林泉処処行」、李白「携妓登梁王棲震山孟氏桃園中」詩に「謝公自有東山 」の句がある。*東山:::東山には料亭も多く、遊山の客はよく娼妓を連れて訪れたらしい。有名な花街祇園も近い。中島椋隠『鴨東四時雑昧抄』(一八二六)に「瑞竜山南禅寺、:::寺前酒庖亦有声価、遊客毎携娼妓、嬉娯子其間」とる(『葛子琴・中島掠隠』江戸詩人選集六、岩波書底、一九九三)。(訳)晴れに乗じて花の便りを問えば、天候が寒く春 まだまだだ。伴を募っても同調する人は少ないのに、遊びに誘うと賛成する人が多い。東山にはもとより芸妓が多いが 謝公 酔わずに帰った(から見つからない ) の だ 。一 七 、
古意
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*古意とは懐旧の念。詩題の名。春の作。
誰漉相思涙寄之大江流江流再不復南去日悠々誰題加餐字繋之北帰属帰雁声々度天高不可馨孤客労夢魂
誰か相思の涙を濯ぎ之を大江の流れに寄せん。江流は再び復らず南に去りて日々悠々たり。誰か加餐の字 題し之を北に帰る腐に繋がん。
わた
帰雁声々と度り天高くして磐ずべからず。孤客夢魂を労す
南国春応残
まさざん
南国春応に残すベし、と。
(注)*日悠々:: :『履軒古風』巻三「長渠卜居答人(又)」(帰阪後の作)に、京都行について「朱門雄良楽、客思日悠悠」との表現が見える。(訳)誰が相思の涙を流し、それを大河に寄せるだろう。だ 、川は流れて戻らず、南に去り、日 悶々とする。誰が私を思い手紙を書き それを北に帰 雁に結ぶだろう。だが、帰雁は鳴きながら渡るも、天は高く、上ることができない。孤独な旅人はただ空しく 南国の春が終わろうとしているのを夢見る。
*大阪への思いを績々として訴える。一 八 、
*梅雨の作。
議々黄梅雨寂々孤客館故国南望目親朋隔水雲間中傭懐旧不知客入門忽鄭金玉芦驚起脆読之累々理瑠光
奉酬伯兄及諸友見懐諸作(奉みて び諸友に懐わる諸作に酬ゆ)
累驚忽客閑親故寂譲
々きちの中朋国々々
た起金円術水南たた
るき玉 L ，るるし雲 1;:室長;2 てを望孤黄
!日吉隔み客梅のきづをを きつ目みのの
光て榔な知を。 館雨
之げら捕
を ず 宍読。 V'
む
照我草堂裏群英満堂酒吾魂便欲飛胡料彩竜下轍及朽廃姿漸汗枇然流治衣与涙倶膜離如昨日後己離寒暑宣無詩酒伴況有泉石美新交歓未沿衷情向誰裁篇什半述旧歓来悲即生多謝有声画須奥接寵光更知脊令原草色描不成
うも
我が草堂の裏を照らす。群英と満堂の酒と吾が魂便ち飛ぽんと欲す。
ほか
胡ぞ料らん彩竜の下すなわ轍ち朽廃の姿に及ぶを。
しぜん
漸汗批然として流れ衣を泊ら 涙と倶に。膜離すること昨日の如ししゅ〈依として巳に寒暑離る。宣に詩酒の伴無きやいわ況んや泉石の美有 をや。
あま
新交の歓び未だ沿ねからず衷情誰に向かいて裁ベん。篇什半ば旧を述べ歓来たれども悲しみ即ち生ず。多謝す声画有るを須奥にして寵光に接す。更に知る脊令の原の草色は描けども成らざる 。
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(注)*脊令原:::『詩経』「小雅」「常様」に見える。兄弟が互いに難を救う喰え。(訳)しとしと梅雨の雨が降り、孤客の館は寂しげだ。南に故郷を望んでも、親朋は水や雲の彼方にいる。関中、伏して昔を懐い、客が来たのにも気づかない。急に声を掛けら
れ、驚き起きて手紙を拝読する。数多の玉の光が、私の草堂を照らす 並み居る秀才に数多の酒。ああ、今すぐ飛んで帰りたい。なんと美しき筆跡はすべ 朽ちた私を思うもの。備協の汗がしとど流れ、涙とともに衣を濡らす。別れたのは昨日のような に、すでに季節は一巡り 京都にも詩酒の友はいる、まして風景は美しい。だが、新しい付き合いはいまだ打ち解けず、この気持ちを訴える相手がいない。文章を書いて 半分 昔のこと 歓びを感じても ぐに悲しくな る 。このように生き生きとした知らせを た たのはうれしいが、脊令の原の草色は描こうと思っても描けないことを思い知らさ た(第思いの兄も自分 窮状を救うこ はできないのだと思い知らされ )。
*自分を思ってくれている大阪の人々に感激し、涙している。自分を「朽廃姿」、自分の住まいを「孤客館」と表現。一 九 、
碧山楼陪菅公、賦奉酬(碧山楼にて菅公に陪し、
賦して奉みて酬ゆ)
*碧山楼とは宴会の聞か。夏の作。
把酒上高楼免濫緒黄巻岐月排秋竜
薫肢濫酒
風月にを
免 把k衣秋 りり襟竜 ててにを
満排黄高
つじ巻楼
。 を引に
緒E上
く』り
薫風満衣襟
酷吏喪気焔燭奴就棄損礼数寛野人促席劇談論漸懐散木質空懸燕台金
空慨席礼燭酷
しずを数奴吏
く 、促主はもも
燕散く野棄気
台木し人損焔
ののてににを
金質劇寛2就喪
にをしくくい
懸懐E く 。
かき談
る論
をす
(注)*酷吏:::大暑の擬人的表現。*燭奴:::蝋燭の擬人的表現。*燕台:::「臨より始めよ」 故事で有名な燕の昭王が、台を築いてその上に黄金を置き賢者を招いた故事(『蒙求』「燕昭築台」、飽照「放歌行」『文選』巻二八。他『史記』「燕召公世家」を参照)。君主に優待されること。(訳)酒を取って高楼に登り、欄干に侍って書物を緒く 明月は物をくっきり浮かび上がらせ、薫風は衣に満ちる。酷暑も退散し、蝋燭もお払い箱。野人には礼儀もゆるくされ、膝を突き合わせて議論する。生来の役立たずが、無駄 重用されていることを恥ずかしく思う。
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*菅公と親しく語らいあった様子が表現されている(政文を参照)。ただ、結びで自らの無能を嘆く。あまりアピールできなかったか。学問について議論したようだが、履軒の知的興味を満たす話ではなかったというのが実情か。*『懐徳堂考』下六三頁に「菅家の碧山楼に在ること一年」とあり、碧山楼を履軒の居所のように言う(『中井竹 ・中井履軒』も同様)が疑わし 。『履軒古風』巻三「奉酬吏部菅公三首」中にも「空懐碧山楼、山色今何知、黄葉巳揺落、白雪正婆裟、詩賦君所独、樽酒我嘗侍」とある。眺めのい
ぃ、宴を催す場所であろう。二
O
、
鴨林納涼
*鴨川の川床であろう。おそらく夏の作。
渓林不盈尺酔傍水中林喬樹漏星月露気満衣裳
渓林尺に盈たず酔いて傍る水中の休脅樹星月を漏らし露気衣裳に満つ
(訳)川辺の林は一尺に満たず、酔って川床に寄りかかる。高木から月が漏れ出で、露の気が衣に満ちる。
*美しい情景を詠む時もどこか悲し気。大阪を詠う時生き生きしているの(「憶旧遊寄早士誉」)とは対照的である。一一一、
九
歎
節
*九つあった中の二つ(以下の「歎段」「歎拘」)だと言うが、『楚辞』に倣って題名だけであろう。
そし
歎設(右設りを歎く)
*原文では末尾に「右歎段」とあるのを冒頭に移した。
何浮雲之鹿目今当中天而喪光
中 何
天 ぞ
に 浮
当雲
た の
り 日
て を
光座主
をぐ
喪
フ
白日胡弔今欝蒙々以冥々我砂喬山分遼出乎雲霧之上天晴朗市無窮今日嚇々以絃々術敵浮雲之態今偶乎下土之人
下浮日天遼我欝白
土雲嚇晴台喬E蒙日
のの ー人態々朗昌き々胡2
と t: 冨山とぞをを ・霧
間E備しりのにし寝手
てて 捗2て あむ敵 か上し以窮11' ，...り以ら
て 無 1Z て ん
位し弓 芸
- 1 - - れ三
宮ば万
(訳)どうして浮雲が日を遮り、空を覆って光を奪うのか。太陽は完壁なのに、濠々とまた黒々としている。私は高山に登り、造かに の上に出れば、天は晴れわたり場りなく、日は燦々と輝く。浮雲の様子を傭敵し、地上の人を憐れむ。
夫子思之明哲今悼道路之荒蕪発憤著書今坦履祖武何小人之無偲令指為回邪之塗夫子輿之抗言今闘仁義之充塞何衆人之嫉妬今情為従横之学
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摘 :何仁夫指何坦発道夫
い ゆ ぞ 義れしぞと憤路れ
て衆の子て小ししの子
従E人充輿回人てて荒思
横長の塞の邪の凶祖書蕪の
の ' 嫉す言の偉吉武をす明
学妬るを金塗t ~"を著る哲
とすを抗Eと無履ふしをた
為る闘2 ゲ為きむ 悼 る
すくやすもみ
も
(注)*発憤著書:::もと司馬遷が『史記』を書いたことについて言う。子思は『中庸』などを著したとされる。*子輿:::孟子のこと。*従横之学:::縦横に同じ。諸子百家の一つに縦横家があった。こ では権謀術数のこと。(訳)子思は聡明で、世の道が荒れるのを痛み、発憤して書を著し、坦々と先人の後を継いだ。だが、何と小人物の恥知らずなことか。よこしまな道だと決めつけた。孟子は激しく議論して、仁義の閉塞を聞いた。だが、何と衆人の嫉妬深いことか。権謀術数だと蔑んだ
蒼蝿之晒黄鵠今以弗食乎竃径之遺穀柾蝦之暗龍蛇今以弗飲乎洗芳之奔水以険隆之都心今量乎容知之霊府夫胡相容今所以紛乎襲誉
わら
蒼蝿の黄鵠を晒うにそうけい竃径の遺穀を食らわざるを以てすきゅういんわら虹蹟の龍蛇を噌フに洗車点の奔水を飲まざるを以てす険隆の都心を以て害知の霊府を量るも
なん
夫れ胡ぞ相い容れんや襲誉に紛れる所以なり
(注)*竃径:::『礼記』「月令篇」では「窟陸」に作る。(訳)蝿は、大鳥久島の周りの残飯を食べないことを瑚り、舵断は、龍が洗い場の廃水を飲まないことを明る。このように、狭く険しく卑しい心で英知の心ばえを判断しようとしても、どうして可能だろうか。段誉褒庇に終始するだけだ。
執生乎今之世今能避乎致点之汚排按誉之顕々今徒作斯煩言維守心之直諒今死至矢無遷衆人之言今胡足他与昔人期今其無断
能草紙
くか
耽E今
点Zの
の世
汚~ ~こ
れ生
をま
避れ
け
ん
衆死維こ徒段
人至れら誉
のり心にの
言てのら斯こ態
相なも直fの々
型ん遷諒:煩た
2U るたう言る
Tι 無るをを
4 きを作な排
定 を 守 す じ
口矢主り
|らつ
ん
昔人と期す其れ断ずる無きを
けが
(訳)今の世に生まれて、誰が謹言の汚れを避けることができよう。段誉の煩いを弁じ、空しくこの繰り言をする。ここに、正直な心を守り、死んでも節を曲げないことを誓う。衆人の など気にする必要はない。古人に恥じな ことを約束する。
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*誹りを嘆く賦。高みに登り、世界を傭敵するのが「覇烏辞」と共通する。俗世で誹りを免れることはできない、その中で、私は良心に恥じないことだけを行い、昔の賢人に恥じないことだけを行いたいと言う。「坦履担武」に、履軒という名の合意を読みとることができる。ここに述べられた内容は、その後の履軒の生き方を暗示するかのよう 。履軒の生き方宣言と言えようか。*「幽情賦」「履軒吟」(ともに『履軒古風』巻一所収)でも、古人に恥じることなき人生を誓う
なず
歎拘(右拘みを歎く)
*原文では末尾に「右歎拘」とあるのを冒頭に移した。
日月之繋乎天分柿旦夜而周旋無始市無終分若無端之環執上市執下今若黄白之卵赫撞々無改其度今胡中筋之可言・
日
月
の
天
繋1:
り
捕として旦夜
周旋し
黄草加無始
白れ端め
のがの無
卵上環く
のにの終
若fし若f り
くてく無
執半んし
れ ば
が
下
な
ら
ん
胡2赫zt 零
腐;τ
の』
し言 ず
3 其
のき 度
を
改
む
る
無
く
ん
ば
(注)*無端之環:::太陽や月の軌道を言うのだろう。海天説か。
*若黄白之卵・
(訳)日月は天に懸かり、朝も夜も盛んに巡り、始めもなく終わりもない。もし、端のない輸のようならば、どちらが上でどちらが下に るのだろ- qノ 。もし、卵の黄身と自身のように輝いて不動ならば、満ち欠けをどう説明するのか。
維中之与長今白人之国盈之与食今白人之目夫以人目 砂分与人国之叢以規乎大之日分
以人夫人盈み人維ニ
て国れのちのれ
大 の人目る国中E
な叢t 目よと よ る
るさの，り食 りと‘
日き砂主すすす長E
をととり る くU
規まを と と
り以
て
第乎臣之月欲其無我違令何為計之悪且拙
ほか
臣の月を築り
何?其
為Zの
れ我
ぞと
計違
のう
思若無
かき
にを
し欲
て す
旦る
つ は
拙長き市
(校勘)中之島図書館本は「人之国」を「人云国」に誤る。(訳)日が昇り沈むのは、人の国から言ったものだ。月の満ち欠けも、人の目から見たものだ。そもそも、人の小さな目と人の国の小ささでもって、大いなる太陽を測り、家来である月を測り 自分に合うよう求めるのは、何と愚かで拙い考えはないか。
仰食而修徳今何有不可弗食而不修今云知之何毘楳而責今墜鼓而救日月其解顔今顎然而笑歴失而慶今窮雲市賀日月其含恒今拙葡而町
食を仰ぎて徳を修むるは何ぞ可ならざる有らん食せざれば修め は之を知何せんと云う*云にか(?)
おとし
棋を庇めて責め鼓を撃ちて救うも日月其れ解顔してんぜん聴然として笑う失を歴て慶雲に謂れて賀するも*天を無批判に敬っても日月其れ恒りを含み拙爾として阿る
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(訳)日食や月食を仰いで徳を修めるのは、結構なことだ。だが、日食や月食がなければ徳を修めないのは どうしたことか。
お供え物を乏しくして天を責めたり(普通は天を怒らせるような行為)、攻撃の合図である太鼓を援護する場合に打っても(世の道理に反するような行為)(?)、日月は(おかまいなしに)相を崩し、にっこりと笑う(こともある )。過失を犯して祝ったり、黒雲垂れ込めて祝ったりしても(両者とも本来反省すべき事態)(?)、日月は(おかまいなしに}腹を立て、こらっ る( こ と も あ る ) 。
夫上古神聖之知今固有未偏畳有意乎開設分故立庸主之藍後人之知今亦有所届飛簿布数令植表而推秋事弗遁今千載可致執牽於先習今病於後知執岐数与理今乗脂市左右
飛亦後故3畳固E夫
簿た人にらによれ
し届主の庸開り上
布る知主設未古
数所 も の に だ ー の
し有 壁意偏Z神
り を有か“聖
立りらの
ててざ知
ん るす
や有ら
り
摘}執 2後執E千竜植
に 'か知か載も皐表
乗数を先も道L し
りと病習致わ池推
て理まにすざ秋
左とん牽ベれし
右を a かしぱ
せ岐や れ
んり '
( 校 勘 ) 騎 ・ ・ ・ ・ ・ ・ 原 文 で は 片 偏 。(注)*飛簿布数:::簿は竹の棒。飛樟も布数も占いすることであろう。
引いて、簿も数もはかりごとの意がある。
* 植 表 ・ ・ ・ : ・ 目 標 を 立 て る 。
(訳)古代の聖人の知にも至らないところがあった。どうして、わざわざ意図的に凡庸な君主 規範を立てるだろう。後世の人の知でも優れたところがある。十分に推し量り目標を立て、時を見極め、少しも過失 なければ、千年先のこともわかる。誰が昔 知恵に引きずられて、後世 恵 損なう誰が定めと道理 を区別できずに 両者 間で迷うだろう。
夫地之小今万国莱着為君徳食今万君斉淑患耶万国之俗今有微有悪従日月市観今何曽有疏戚
何日徴主万万君万，夫
ぞ月し国君徳国れ
曽よきの よの
てり有俗淑し 3色葉の
疏観りは Fl こT 小
著色悪 斉 3 3 
しし ばゃ
んきく
有せ
るん
もや
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(訳)そもそも、地は小さくて、万国が密集している。君主 徳 ため日食月食があるなら、万国の君主は徳を同じくするのか万国の風俗は卑しいのも良くないのもあるが、日月から観れば、どうして親疎の別があろう。
太虚為室今日月為自若銅者地也
銅t 日太
の月虚
若をを
き自室
はとと
地為為
なしし
り
知肉与菜者国也清之停者海也沫之浮者島暁也気挨之棲者人也日月雄至明今烏能別乎』一例挨之小大与楕園哉
(注) *『履軒古風』「会虞小ささを強調する。
小烏子日気抹E清?肉
大 ん 、 月 挨 の の 'と
とぞ z の浮停菜
楠 ?能詰棲 Sくまと
園2 く Z; まはるの
と気士官る島は知
を挨R Z は暁海き
却Jr . の品人ななは
た ? なりり国
ん D な
や り
観天地第ご、『天経或間離題』共に、地・人の
(訳)天空は部屋で、日月は目で、鍋のようなのが地、(その中の)肉と野菜が国であり、汁の留まっているのは海である。泡 浮いている は島で、塵のじっとしているのが人である。日月は極めて聡明でも、どうして塵の大きさと形とを区別できようか。
*高みに立ち、世界を傭敵するという点が先の賦と共通する。世間の人が成見に囚われて 天人相聞を信じているのを喝破する。履軒は、伝統に囚われない科学的な宇宙観を持っていた される。そ 精神的根拠をここに見ることができる。*題からして『楚辞』を意識している。ある は日本版「天間」と言えよう か 。
(参考)『箕陰集(文集)』巻五「与弟処叔」に「郷也見示九嘆之二、切中異言之病、深得聖字之要、屈宋之時、宣有是識也哉。至於其字琢句磨古色穆然、所謂奴僕命騒者 非邪。愚兄実欲焚筆研。」とある。
*奴僕命騒(奴僕もて騒に命ず):::社牧「李長吉歌詩叙」で李賀を称える言葉。李賀をもう少し生かしておけば 離騒」も奴隷とするような大家となったであろう、の意。
一一一、
遊高台寺(高台寺に遊ぶ)
*高台寺は東山にある、秀吉の北の政所ゆかりの寺。春の桜と秋の萩が有名であった(『都名所図会』安永九年(一七八
O )
、『日本名所風俗図会
8
京都の巻
E
』角川書底、一九八一による)。寛政元年(一七八九)を始め、
三回の火事を経て今では建物の多くは消失したが、履軒が訪れた当時は堂々たる伽藍が存在し 。秋の作。
金碧党主殿豪華在当年満地秋草露咽叩聴虫音
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明t満豪金
咽主地華碧
と〈
秋当し党
て草年王
の γ虫」殿
立露在z り
聴、
く
(訳)光り輝く大伽藍、当時は豪華だった。今は地面いっぱい秋草の露、チツチと虫 鳴く
*往年の栄華と今(秋)の静けさとを対照する。に 己 認 ・ っ 。
「鴨林納涼」と同じく寂しげ
(参考)『実陰集(詩集)』巻二「弟処叔与諸子高台寺賞萩花書報日花不適詩料固有此寄」(弟処叔諸子と高台寺に萩花を賞し 書もて報じて「花 に適わず」と日う。因りて此の寄有り)と題する詩がある。
そこで、竹山は、萩の花を詠まなかった履軒に「花は咲いているのに酒ばかり飲んで詩を作れなかっただけだろう」と師検している。ちなみに、寛政十一年(一七九九)刊の『都林泉名勝図会』に 、「秋高台寺
はぎ
に過ごして芳宜の花を見る」と題する竜公美作の七絶がある。一一一、
答早士誉(早士誉に答う)(三首)
*早士誉は早野仰斎(名排之、字土誉)。「永輔義佐寄酒鶏子来、題筒背謝之」詩参照。仰斎から栄達を祝う内容の書が届いた だろう。
野人弊衣裳日接敵嘉光浮辞与時倶畳是貧寵栄
畳浮日野
に瀧々人
是はれ 敵っ弊ぷ
時墨2れ
貧とのし
寵倶光衣
栄にに裳
せ接も
んてて
(訳)粗末な衣を着て、日々礼服のお偉い方と接す。ただ時任せにぶらぶらする。貧乏人がどうして恩寵に浴しよう。其二
君作南郷遊吾為北京覇旧歓若相思恐在垂縞時
恐旧吾君
ら歓はは
く:tf:.北南
は ? 。京郷
主t;，のたの
童相罷5遊
史いととび
24 思為を
β わる作
在 ば し
り
す (
訳と )
す 君
れ は
ば 南、の
き郷
つに
と遊
共 び
長私
りは
し北
ゃの
語.!s
(J) 否p
p で
E 旅
だ人
ろ主
主芸
昔
の
と
を
思
b 、
出
其三
門無五株柳又無黄花園閑却淵明虚空望白衣人
門に五株の柳無く又た黄花の園無し閑は却って淵明の慶空しく白衣の人を望む
(注)*陶淵明は家の前に五株の柳を植え、「玉柳先生伝」を著した。また隠逸の境地を詠った「飲酒(其五ご中の「採菊東擁下」は有名。(訳)門に五株の柳もなく、菊の花園もない。だが静けさだけは陶淵明の庵と同じ。空しく世捨て人に憧れる。
*心は既に陶淵明になっている。「白衣の人」(以下「南帰途中日号」の「未化旧素衣」を参照)に対するあこがれを表現。
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二 四 、
懐魚贈戯賦(魚婚を懐い戯れに賦す)
*魚謄は刺身。鰯の刺身を懐かしむ。秋の作。
洛域一夜秋風動江南魚拾今知何氷盤盛来白銀片萄称裏花顔色無芥蝶潰下著一撹甘脆芳潔絶比晴海中鱗物量可数至味却属至少者
洛城一夜秋風動く江南の魚捨今如何。氷盤に盛り来たる白銀の片ふ〈しじようか萄綜嚢花顔色無し。芥柴に獄し下し争けて一慢すれば甘脆芳潔比輸を絶す。海中の鱗物畳 数 ベけんや至味却って至りて少なき者に属す
語名単喚魚努弱姓名嘗逸神農書張翰元来不相識所以偏懐江中越試把姐槍相陪侍厨下只好飼蝉奴帰心今日在比物口頭一占吊餓位
こんめいよ謂名単えに喚ぶ魚努に弱姓名嘗て逸す神農の書。張翰元来相い識らずゆえひとすずきおも所以に偏えに江中の姐を懐う。試みに越の拾を把りて相い陪侍すれば
ゃしなよ
厨下只だ蝉奴を飼うに好きのみ。帰心今日比物 在り
k
なえそそ
口頭一たび占れば餓祉を吊る。
(校勘)著一捷:::『洛柄異嚢』手稿本、中之島図書館本、『履軒古風』手稿本は「著」に作るが、『履軒古風』北山紗本は「箸」に作る。(注)*張翰:::張翰が故郷の鐘を思い、{目を辞して故郷に帰った故事(『蒙求』「張翰適意」)。「陶潜帰去」と対で述べられる。(訳)京都である夜、秋風が吹いた。ああ、大阪の刺身は今どうだろう透き通った皿に盛りつければ、大根の妻も著荷も顔色を失う(たじたじ)山葵醤油に浸けて一掻きすれば、甘く歯触りよく香り豊かで清らかなことは言語を絶する。海の生き物は数え切れないが 美味しい物は多くない。揮名は魚偏 弱い。姓名は神農の書(『本草』)から漏れている。張翰はこれを知らなかったので、ただ川の舗を思ったのだ。試しに櫨の刺身を持参し相伴させると、台所でしもベに食べさせるしかないだろう。私が帰りたいのはこのため。一言口に出すだけで腹が鳴る。
*大阪の刺身を絶賛。大阪を詠う時はなんと生き生きしていることか。
(参考)『箕陰集(詩集)』巻二に「得弟処叔思弱魚崎朋長句和以一絶」があ
り、秋の陽射しが強すぎて味噌漬けにしないと送れないと返している。
ニ 玉 、
*秋の作。
起来曳短知散歩出郭門日出東等上爽気烏雀喧軽霧龍竹樹山色欝不排川水雨余多治々流我前板橋追随者芋栗装其措秋景今己晩戚駕感我心俳佃忘朝餓又過水東村
閑歩偶成
たんきょう
起き来たり短却を曳き散歩し郭門を出づ。
み品
目は東の等の上に出で
かまびす
爽気に鳥雀喧し。軽霧竹樹を簡み山色欝として排ぜず。川の水は雨余に多く活々として我が前を流る。板橋に追随する者は芋栗を其の措に装う。
おそ
秋景は今己に晩く戚駕として我が心に感ぜしむ。俳佃して朝の餓えを忘れ又た水東の村を過ぐ。
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(訳)朝起きて短い杖を突き、散歩して町の門を出る。太陽は東の峰の上に出て、爽気の中烏が騒ぐ。薄い霧が竹林に立ちこめ、山はおぼろにかすんで見える。川の水は雨後に増して、活々と私の前を流れる。後ろから板橋にさしかかった人は、芋や菜を背負っている。秋の終わりを感じ取り、し みりとした気分になる。俳佃 空腹も覚えずに、また
川の東の村を過ぎる。
*秋の郊外への散歩を詠う。感子懐」という文句を参照。
「秋景今巳晩、戚駕感我心」は政文の「戚駕有
ニ 六 、
九月十三夜
*秋の作。
晩秋十三タ清賞比中秋深知古人意満盈不再来
晩秋の十三タ清賞中 に比す深く知る古人 意を満盈再びは来ず
(注)*九月十三夜:::日本では、陰暦九月十三夜の月は「のちの月」として、八月十五夜に次いでもてはやされた。履軒は「もろこしの今にも人はしら菊の露の葉末の秋の夜の月」(『越吟』第 )という和歌も詠んでい る 。
の 2
も巴〉
よ晩
く秋
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ん
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*「満盈不再来」はあるいは自分の境遇になぞらえるか。
ニ 七 、
月下独酌、懐川上習之、此寄+三日(月下に し、 を懐い、此れを寄す)
*川上習之は『履軒古風』巻三に「答習之」がある。また竹山『実陰集(詩集)』にも頻出する。例えば、巻二に「予近因貧断酒習之有詩見寄依韻和答」と題し「虚名喋世偽青蓮、多債難裁独酌篇、但教交友相謹飲、一斗依然旧酒仙」と詠む。酒飲み同士ならではの詩か。秋の作。
独対鳳域月逝事翠我心独酌不成酔依然懐故人同社多才子詩酒偏思君与君淀水舟幾載共金樽今我如別鶴哀鳴慕旧林一声温相贈情急不択立日借問淀水月一斗詩幾篇秋老江魚肥対酌復誰人偏憐山頭月
独り鳳域の月に対すればゆあっ逝きし事我が心に翠まる。独酌し酔いを成さずしゅうぜん依然として故人を懐う。同社才子多きも詩酒は偏えに君を思う。君と淀水の舟で幾載か金樽を共にす。今我は別鶴の知く哀鳴し旧林を慕う。一声逼かに相い贈るも情急にして音を択ぱず。借問す淀水の月一斗詩幾篇。秋老いて江魚肥ゆ対酌するに復た誰人かあらん。偏えに憐む山頭の月の
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照君詩酒船
君が詩酒の船を照らすを。
(校勘)『履軒古風』には「川上」がない。(注)*別鶴:::陶淵明「擬古」に見える。*慕旧林:::陶淵明「帰国田居(其一ごに「覇烏恋旧林」とある。陶淵明には「帰烏」と題する詩もあ る 。(訳)独り都の月に向かうと、過ぎ去ったことが次々と心に浮かぶ。独酌して酔うこともできず、気が滅入り旧友を懐かしむ。憤徳堂には才子が多かった。でも、詩と酒とで思い出すのは君。君と淀川で舟に乗り、何年酒樽を共にしたことか。今私は独りぼっちの鶴のように、哀れに鳴いて、故郷の林を慕う。一声声を届けよ するが、情が極まってまともに鳴けない。お尋ねする、淀川の月 。一斗の酒で幾篇詩が作れるか。秋が深まって川魚も太っ だろう。共に酌をする人はいるかひたすら不偶に思うのは、山の上に出ている月が君の詩と酒の船を照らすこと。
二八、
丁亥仲冬辞京南帰、席上賦上菅公(丁亥仲冬京を辞して南に帰る、席上賦して菅公に上る)(ニ首)
*丁亥仲冬は明和四年(一七六七)十一月。
長銀欲帰去難裁別離心慨無鶏鳴致事負孟嘗恩
長銀よ帰り去らんと欲するも別離の心裁し難し鶏鳴の数無く孟嘗の恩に事負するを断ず
ふうかん
(注)*長鉄:::『戦国策』「斉策」に、孟嘗君に仕えた病膳が、薄過を嘆いて「長銀帰来」の歌を歌い、厚遇を得た故事がある。竹山『実陰集(詩集)』巻二「擬送友人下第還郷」にも「梼鋲向誰弾」とあり、挫折して帰郷する人の無念の表現に、この故事を使っている。(訳)長剣よ、私はこれから帰るが、別離の心は表現しがたい。ろくな才能もなく、賢君のお役に立てなかったことを申し訳なく思う。(参考)下二句は『懐徳堂考』下六三頁に引かれている。其二
誰憐窮巷士曽為知己伸帰去兼霞岸引領朔属天
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(訳)誰がこの貧乏な土を憐れもう。かつては知己を得て意を伸ばす とができたが、今、葦の繁る岸辺へと帰り、首を伸ばして雁の帰る北の空を望むのだ。
*自らを「窮巷士」と表現。ニ 九 、
菅公賜楠椙為瞳、賦此奉謝(菅公楠植を賜り と為し、此を賦して奉みて謝す)
標々神女機掠破嶺頭雲
標々たる神女の機もて嶺頭の雲を勢破し、
裁作遊仙服霞彩帯波文離披春洞裏石床不覚寒畳料雲外物落在野人身再拝感何極別涙倶混々帰去充斑衣膝下即昼錦
膝帰別再落量石春震裁
下り涙拝ちにの洞のち
去 して料ま床の彩て管り f 感野らに裏2に遊
んもに昨仙
昼 務Z何人や寒離波の
錦 斑 付 ぞ の さ披文服
衣九身雲 を極 をすをにりに外 帯
充あ。 E在の受注モ託
んる物ず ば
れを
ば。
(注)*春、桐:::『和漢朗詠集』「仙家」菅原文時「山中有仙家」詩「石床留洞嵐空払」をふまえるか。そうすれば、自らを出家して洞穴で暮らす仙人に喰えていることになる。*膝下即昼錦:::昼錦は錦の衣を着て昼行くこと。出世して故郷に帰 喰え。『蒙求』下「老束斑衣」に、老莱子が歳七十にして、父母の前で模様のある派手な服を着て、赤ん坊のまねをし、孝養を尽くした話がある。(訳)瓢々とした神女の織り機で、峰に懸か 雲をちぎって、仙人の服を裁つと、霞の模様に波文を帯びています。春の洞で広げれば、石の床にも寒さを感じません。どうして予想し得 しょう。天上の物が、私のような野人の身に落ちてくること 再拝 感極まり、(感激の涙が)別れの涙とともに流れます。帰って斑衣 あ れば、父母 膝元で故郷に錦を飾るこ ができます安孝養も尽 せるし、故郷に錦 飾ることにもなり、一挙両得であることを言うか)。
*履軒の父中井聾庵は一七五八年に既に亡くなっている。この場合、膝下という は母であろう。*佐野大介「中井履軒の「孝」観」(『懐徳堂文庫の研究共同研究報告書』湯浅邦弘編、二
OO
三)から推察すると、履軒は「老束斑衣」のような話は
好きでないし、信じないタイプのはず。三
O
、
南帰途中日号(二首)
*口号は口を衝いて出る即興の作。
長銀己弾尽肩舟今帰来一揖京洛塵未化旧素衣
未一肩長
だ た舟鋲
|日 Eびムロ
の京寸 Jτ
素洛帰詰
衣のり tT
を塵来 ζ
化を た ?
せ揖2る ?
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(注)*長挟巳弾尽:::「丁亥仲冬静京南帰、席上賦上菅公」注参照。*未化旧素衣:::晋陸機「為顧彦先贈婦」(『文選』巻二四)に「京洛風塵多、素衣化為絹」とある。また、『論語』「陽貨篇」に「不自由乎、浬而不絹(孔子が自分が世の中の悪い風潮に染められないことを言った言葉ごとある。(訳)すでに長剣を鳴らし尽くし、今私は肩舟に乗って帰り来る。都の塵を払うと、白い衣は元のままだ。
一度京
其二
周歳京洛遊胸襟飽畑霞
周歳京洛に遊び胸襟畑霞に飽く
帰装何長物惟有異嚢富
帰装何ぞ長物惟だ異嚢の富める有るのみ
(訳)京都で一年を過ごし、胸の内は京都の景色でいっぱいだ。帰りの荷物はなんと無駄なものだろう ただ詩が増えただけだ。
*その増えた詩の内容が「寂しさ」であることからすると、私の京都行は「虚しい思い」を味わっただけだと表明していることになる。
(参考)履軒の手録『履軒小乗』中に京都行の携帯品目があるが、その末尾にこの詩が置かれている。『履軒小乗』には、おびただしい物品と書物名が記されており、西村、山中浩之ともに一時の仮寓の装いではなかったと言う(『懐徳堂考』および『中井竹山・中井履軒』)。竹山「孤雁歌
ゆ
送処叔弟之京」(孤雁の歌。処叔弟の京に之く 送る)(『箕陰集(詩集)』巻二)もこの京都行を履軒の独立と考えているようだ。『懐徳堂会館詩巻』でも、参加者は京都行を履軒の出世ととらえている。『洛泊巽嚢』に見える早野仰斎らの便りも出世を祝う内容が多かったと推測できる 「答早土誉」三首)。そうであれば、な さら履軒の挫折感は強まったであろ' q
ノ 。
( 政 )
丙成之冬、余北海子京、客於吏部菅公門下。公神明之育也。好学愛士、能忘其貴而為布衣之交。期年余辞市南還、則虚子長渠之上。措据既竣、探嚢得詩数十篇、皆京中之稿及往還途上之作。稀々披読之、戚駕有感子懐、弗忍敦也。取而次第之 命日洛泊実嚢、以供異日之観云 嵯夫、余自京師至未数月也。然某動感既知斯、則異日髪種々而回顧少壮之遊子数十年 前、
恐有不耐読者。明和四年季冬湖
履軒幽人書
印 ( 「 積 」 「 徳 」 )
われ
丙成の冬、余北のかた京に海び、吏部菅公の門下に客たり。公神明のすえ荷なり。学を好み土を愛し、能く其の貴きを忘れて布衣の交りを為す。期
われ陪とりお
年にして余辞して南還し、則ち長渠の上に底す。措据既に竣わり、嚢
やや
を探れば詩数十篇を得。皆京中の稿及び往還途上の作なり。柑々之を
こころこぽ
披読すれば、戚震と 懐に感有り、設つに忍びざる 取りて之を次
ああ
第し、命じて洛泊実嚢と日い、以て異日の観に供せんとしか云う。嵯夫b
れ
余京師より至りていまだ数月ならざるなり。然れども其の動感既に斯くの知くんば、則ち異日髪種々として少壮 数十年 前 遊ぶを回顧せば、恐らくは読むに耐えざる者有らん。
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(注)*吏部:::式部の唐名。高辻卿は一七六五年に式部大輔になっている(『公卿人名大事典』日外アソシエーツ、一九九四)。*長渠:::長掘のこと。履軒は帰阪後、懐徳堂へは戻らず、長堀に居を構えた。*措据:::滞 こと。*種々:::髪が薄くなった様。(訳)丙戊(一七六六)の冬、私は北 京都に遊学し、式部高辻卿の門下に客となった。卿は由緒正しき家柄で 学を好み土を愛 身分の違いを忘れて私と付き合ってくださった。一年で私は辞して南に帰り、長堀の畔に庵を結んだ。ようやく落ち着 、詩の袋を探ってみると詩が数十篇見つかった。すべて、京都での作も くは往還途上での作である。いささか目を通してみる 、しんみりと心に感じるものがあり、捨 る は忍びない。そこでそれらを整理し、『洛洞実嚢』と名付け、将来の思い出として残すことに ああ 私は京都から帰 てまだ数ヶ月に過ぎな
いのにこのように感じるところがあるということは、将来髪が薄くなって数十年の前 少壮の遊学を回顧すれば、恐らくは読むに耐えないものがあるだろう。
おわりに
『洛泊異嚢』が表現しているのは京都での寂しさである。寂しさという
のは、故郷への思いが一番大きいようだが、冷遇を示唆する表現もある(「問視庵兄落新居」「答早士誉」)。また、履軒は忌偉なく学問の話をすることを望んでいたが、それもままならなかったことが推測でき (「偶成」「宿居易館」「奉酬伯 及諸友見懐諸作」「碧山楼陪菅公、賦奉酬」)。『洛洞実嚢』を見る限り、履軒にとって京都での生活は決して楽しいものではなかったようだ。歓びを感じさせるものは、旧友の訪問、手紙、大阪の自由な生活の想い出だけだったらしい(「永輔義佐寄酒鶏子来題筒背附之」「偶成」「憶旧遊寄早士誉」「答早土誉」「懐魚贈戯賦」「月下独酌懐川上習之此寄 )。そして、結局は高辻卿に重用されることなく、大阪に帰ることになった。あの大阪に帰れると う喜びもあるが、やはり無念と挫折感と 免れない(「丁亥仲冬辞京南帰、席上賦上菅公」「南帰途中口号」)。だが この経験が私の生き方を再認識させてくれた 私はもう決 て宮仕えしようなどとは思わない。:::履軒の気持ちはこのようであったのではなかろうか。
履軒は、京都行以前にすでに隠逸的傾向と高みから物事を眺める視点と
を有していた( はじめに」注三参照)。そして、その傾向、視点 京都にいる時に一層はっきりとした(隠逸傾向日「述客中況 答早土誉」「宿居易館 、高み一「覇烏辞」「九歎」)。履軒にとって京都行は自ら 生き方を再認識する経験であったと雪守えるかもしれない。履軒 その後、幽人として自らの精
神的王国華膏国に遊ぶが、その人生を決定づけたのがこの京都での一年だったと言えるのではなかろうか。孔子が諸国遍歴の挫折を経た後に学問に専念し歴史に名を残し、子思孟子が発憤著書し (「歎段」)ように、履軒はこの経験により、迷いなく学問に全精力 傾け得たのかもしれない。それが履軒に って幸せだったかどうかは知らないが。
*履軒が一年で帰阪したことについて、西村時彦は、履軒が京都で皇室の衰微と公家の無気力とを見、幕府の盛んな中、王道の行うことの きないのを悲しみ、仕官の念 断ったと推測する(『懐徳堂考』下六三頁)。だが、『洛洞実嚢』にはそ 推測の裏付けは見つからない。西村は、明治の時代思潮(あるいは自らの思想) 反映して、竹山・履軒を尊皇の志士に祭り上げようとする傾向がある で注意が必要である。
一方、帰阪後の私塾水哉館設立について、山中浩之は、京都での生活
で自信を得て独立を決意したものとする(『中井竹山・中井履軒』一九六頁)。だが、京都行自体すでに自他とも 独立と認識したと考えられ(竹山日「孤雁歌、送処叔弟之京」『食陰集(詩集)』巻二、拙稿「『懐徳堂会館詩巻』訳注|中井履軒京都行の送別詩」附録を参照。履軒口「既上舟、奉寄伯兄(其二」)また、自信を得た いう も『洛洞実嚢』の内容からは的を射たものとは言い難い。
帰阪後の履軒についても、本稿同様に、履軒の詩文から探ることがで
きる。それについては、稿を改めた
F D  n t  
〈 附 録 〉
「はじめに」で述べたように、履軒の漢詩集『履軒古風』の巻二は『洛
納異嚢』と重なるが、作品に出入がある。以下、その異同を記し、履軒の心情をよく表している作品として「離恨」を載せる。・『履軒古風 にあって『洛泊異嚢』にないもの:::「離恨」「読王祥伝」。.『洛泊異嚢』にあっ 『履軒古風』にないもの:::「離席、奉答伯兄」「既
上舟、奉寄伯兄(三首)」「雪朝奉呈菅公」「丁亥早春自帰省浪撃至、題所携梅花、上菅公」「碧山楼陪菅公賦奉酬」「遊高台寺」「答士、誉其二、其コご「九月十三夜」「南帰途中口号其二」。伏匪 思 霧 草素他人何有凄清発膳
枕飢夢露木秋郷鮮為客椀商我彼離
職匪煩侵且将離兄乎間動入南北信
転渇襟体変 央 散 弟 然 我 人 徴 音山 1民
み
彼の北山を暗我が南音を発す。清商徴に入り凄椀人を動かす。客有り我に問うなんす何為れぞ然るや、と。
す〈
人兄弟鮮なく他郷に離散す。素秋将に央きんとし草木且に変ぜんと 。霧露体を侵し
むね
思夢襟を煩す。飢えず渇せざるも枕に伏して暢転す。
何日数翼子彼旧林
彼 何
の れ
旧の
林日
lこカミ
お翼
いを
て数ぎ
せむ
んる
と
(注)*南音:::南の音楽。*清商入徴:::商徴ともに古代中国の音階。*匪飢匪渇:: 『詩経』「小雅」「甫田之什」「車掌」に見える。(訳)あの北山を見て、我が南の音楽を奏でる。調べは短調へと変わり、その凄まじさは人を動かすある人が私に尋ねた。「どうしてこのようなのですか」と。(私は答える)「兄弟が少ない上に、他郷に離散しているのです 。秋はまさに尽きようとし、草木はまさに色裡せ としてい露が体を侵し、悩ましき夢が心を苦しめる。飢えも渇しもしていないが、枕に伏せて寝返りを繰り返す。いつになったら、あの故郷の林で翼を休めることができるのだろう。
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(大阪府立工業高等専門学校助教授)
